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究センター長 
機械工学科

主任 
電気情報工

学科主任 
電子制御工

学科主任 

環境材料工

学科主任 

豊田幸裕 衣笠 巧 山田正史 中山 享 深山幸穂 

高橋知司 

技術室長 
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数理科主任

 
一般教養

科主任 
総務課長 

千葉克夫 鎌田慶宣 谷本修治 

大村 泰 

地蔵堂 聡 

愛媛大学 
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学生課長 

向井将一 

佐々木 龍 副会長 

塩田 正 氏 
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（青野 正 委員代理） 

平田 利實 委員 

柳澤 康信 会長 

堺 雅子 委員 

(司会)

プロジェクタ

渋谷 雅之 委員 

新居浜高専

専攻科長 

早瀬伸樹 

生物応用化学

科主任代理 

桒田茂樹 

校長 教務主事代理 事務部長 学生主事 寮務主事 

森澤良水 安藤進一 西谷郁夫 皆本佳計 新宮憲治 
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運営諮問会議日程表 

 

１． 日 時  平成２２年３月８日（月）１４：３０～１７：００ 

 

２． 場 所  第一会議室 

 

３． 日 程 

時 刻 次  第 

 

１４：３０ 

   

 

 

 

１４：５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７：００ 

 

運営諮問会議 

 ○会長選出 

 ○会長挨拶 

 ○副会長選出  

 ○議事 

  １．学校説明［資料１］ 

   ①概要説明（校長） 

   ②入学志願者の確保（教務主事代理） 

   ③キャリア教育及び教科外学生活動（学生主事） 

   ④学寮運営について（寮務主事） 

 

 ○休憩（１０分） 

 

  ２．学生相談室から（学生相談室長）［資料２］ 

  ３．前回運営諮問会議のフォローアップ報告［資料３］ 

   ・地域と連携した教育活動の取組（高技センター長） 

  ４．意見交換 

 

運営諮問会議終了 
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１．学校説明資料 

①概要説明 

平成２２年３月８日（月）

新居浜工業高等専門学校

 

 昭和３７年４月 国立高等専門学校第１期校として、新居浜工業高等専門学校設置

（機械工学科・電気工学科・工業化学科）

 昭和４１年４月 金属工学科を増設（４学科）

 昭和６２年４月 金属工学科を材料工学科に改組

 昭和６３年４月 電子制御工学科を増設（５学科）

 平成 ４年４月 専攻科を設置（生産工学専攻・電子工学専攻）

 平成 ９年４月 工業化学科を生物応用化学科に改組

 平成１５年４月 電気工学科を電気情報工学科に改組

 平成１６年４月 独立行政法人国立高等専門学校機構として発足

生産工学専攻を生産工学専攻及び生物応用化学専攻に改組

（３専攻）

 平成１９年４月 材料工学科を環境材料工学科に名称変更

 

 

 

 

 

学科名 収容定員 在籍学生数
( )は女子で内数

専任教員数

校長
機械工学科
電気情報工学科
電子制御工学科
生物応用化学科
環境材料工学科
数理科
一般教養科

ー
２００人
２００人
２００人
２００人
２００人

ー
ー

ー
２０８（ ３）人
２０９（ ３０）人
２０６（ １０）人
２０３（１１１）人
１９３（ ４８）人

ー
ー

１人
１０人
１３人
１０人
１３人
１１人
１２人
１５人

事務部 総務課・学生課・技術室 ４５人 ー

収容定員
本 科 １０００人
専攻科 ４０人

在籍学生数
本 科 １０１９（１２）人
専攻科 ６５人

教職員数
校長 １人
教員 ８４人
事務系職員 ４５人

合 計 １０８４人
（ ）は留学生で内数

１３０人

国別留学生数：マレーシア（９），モンゴル（２），インドネシア（１）

 

 

 

 

学科／学年 機械
工学科

電気情報
工学科

電子制御
工学科

生物応用
化学科

環境材料・
材料工学科

計

１年 ４５ ４３ ４２ ４４ ４５
２１９

混合学級 １組 ４３ ２組 ４４ ３組 ４４ ４組 ４４ ５組 ４４

２年 ３９ ４３ ４５ ３９ ４２
２０８

混合学級 １組 ４２ ２組 ４２ ３組 ４２ ４組 ４１ ５組 ４１

３年 ４６ ５０ ４２ ４４ ４５ ２２７

４年 ３９ ３５ ３５ ４０ ３２ １８１

５年 ３９ ３８ ４２ ３６ ２９ １８４

合計 ２０８ ２０９ ２０６ ２０３ １９３ １０１９

平成２２年２月１日現在

本科

専攻科

学科／学年 生産工学
専攻

生物応用化学
専攻

電子工学
専攻

計

１年 １２ ７ １５ ３４

２年 １０ ８ １３ ３１

合計 ２２ １５ ２８ ６５

単位：人

 

校長
図書館

生産工学専攻

専　攻　科 生物応用化学専攻

電子工学専攻

教務主事
機械工学科

学生主事
電気情報工学科

寮務主事

副校長（教務主事）

学　科　等 電子制御工学科
専攻科長

生物応用化学科

環境材料工学科

学生課

学生相談室

運営会議 教員会 附属施設等 高度技術教育研究センター

情報教育センター

企画調整会議

各種委員会 ものづくり教育支援センター

技術室

事　務　部 総務課
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知恵・行動力・信頼

学びと体験を通じて、未来を
切り拓く知恵と行動力を持っ
た信頼される技術者を育てる。

 

●
材
料
と
地
球
環
境
と
の
関
係
に
関
心
が
あ
る
人

●
優
れ
た
性
能
を
持
っ
た
新
し
い
材
料
を
作
り
た
い
人

●
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
る
人

新居浜高専は、未来を切り拓く知恵と行動力を持った信頼される技術者の
養成を目指しており、次のような中学生を求めています。

・数学や理科が好きで、将来技術者になりたいと考えている人
・自分の夢を持ち、可能性を信じてチャレンジできる人
・物を作ったり,実験したりすることが好きな人
・目標の実現に向かって絶えず工夫し、着実に努力できる人
・ルールや約束を守り、仲間と一緒に活動できる思いやりのある人

環境材料工学科生物応用化学科電子制御工学科電気情報工学科機械工学科
●
化
学
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
に
関
心
が
あ
り
、
自
然

現
象
の
不
思
議
を
理
解
す
る
た
め
の
勉
学
に
意
欲
が
あ
る
人

●
実
験
が
好
き
で,

自
ら
進
ん
で
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
人

●
学
ん
だ
知
識
・
技
術
を
将
来
、
地
域
社
会
の
た
め
に
生
か
せ
る

職
業
に
つ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人

●
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
情
報
処
理
・
制
御
に
関
す
る
分
野
を
幅

広
く
学
習
し
た
い
人

●
も
の
づ
く
り
や
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
の
技
術
に
興
味
を
持
つ
人

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
分
野
に
興
味
の
あ
る
人

●
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
こ
と
や
利
用
す
る
こ
と
に
興
味
の
あ

る
人

●
携
帯
電
話
な
ど
の
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
に
興
味
の
あ
る
人

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
仕
組
み
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る

人

●
物
の
し
く
み
に
興
味
を
持
ち
、
楽
し
く
「
も
の
づ
く
り
」
が
で

き
る
人

●
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
積
極
的
に
「
も
の
づ
く
り
」
が
で

き
る
人

●
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
協
力
し
て
「
も
の
づ
く
り
」
が
で

き
る
人

 

 

 

 

本校では2003年度より生物応用化学プログラムがJABEE(日本
技術者教育認定機構)認定を受けたのに続き、2005年度より生

産工学プログラム及びシステムデザイン工学プログラムが認定
を受けました。

システムデザイン工学プログラム
（ 電気情報工学科、電子制御工学科、電
子工学専攻 ）

技術者に必要な倫理観と新しいシステムを設
計・構築するデザイン能力を身につけ、ものづ
くりを通して社会貢献できる人材を育成します。

生産工学プログラム
（ 機械工学科、環境材料工学科、

生産工学専攻 ）

環境への影響や循環型社会を配慮しつつ、与え
られた制約条件の下での人的・物的・知的資源
を有効に活用しものづくりができる、デザイン
能力に秀でた技術者すなわち「資源活用型技術
者」を養成します。

生物応用化学プログラム
（ 生物応用化学科、生物応用化学専攻）

「生産・品質管理部門、研究開発部門、技術営
業部門などのグループリーダーまたはプロジェ
クトリーダーとなって貢献できる人材を養成し
ます。

 

新居浜高専技術振興協力会“愛テクフォーラム”の結成
会員：企業・試験研究機関・自治体・経済団体・卒業生
平成１７年７月７日設立

地域連携活動の「基盤」づくり

共同研究等に特化した研究施設の実現

インキュベーション・ラボの新設（高度技術教育研究センター別館改
修）平成１７年４月

地域連携による独創的研究、応用開発研究の展開

四国５高専産官学連携コーディネイターの配置
（新居浜高専）平成１９年４月

コーディネイターの配置

 

 

 

 

協定書を締結（１７年２月）
両校の持つ人的・物的リソースを相互に効果的に活用することにより、
教育研究等の高度化、活性化を図る。

○ものづくりフェスタｉｎ松山参加（７月３１日～８月１日）

愛媛大学との連携

四国５高専研究者検索システムの構築

四国５高専産官学交流会

共通テストの実施

四国５高専産官学連携コーディネイターの
配置

四国５高専等との連携

 

平成２１年２月１８日、サザンクロス大学
（オーストラリア）にて、本校校長とサザ
ンクロス大学ポール・クラーク学長によっ
て、学術交流による協定書に調印が行われ
た。
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日時：平成２２年３月７日～１４日

研修内容
・サザンクロス大学の講師による対話形式の英語研修

・野生動物公園等への日帰り旅行によりオーストラリアの
自然を学ぶ。

・サザンクロス大学の学生との交流を通じ、同世代の学生
とのコミュニケーションに挑戦する。

・現地の一般家庭（ホストファミリー）に宿泊し、生きた
語学環境と異文化を体験する。

場所：サザンクロス大学
（オーストラリア）

 

機構本部

◆三井化学（株） （シンガポール）
◆東洋エンジニアリング（株） （マレーシア）
◆ツネイシホールディングス（株）（フィリピン）

２０年度 ２１年度

◆東洋エンジニアリング（株） （マレーシア）
◆ツネイシホールディングス（株）（フィリピン）
◆（株）森精機製作所 （スイス）
◆トヨタ自動車（株） （タイ）
◆ヤマハ発動機（株） （タイ）
◆東亜合成（株） （シンガポール）

目的： 国際的に活躍できる能力を持つ実践的な技術者の養成を行う
こと及びそのための共同教育の促進を図る。

プログラム内容 海外事業所等における就業体験

学生派遣者： １ＳＣ（１名）
派 遣 期 間：平成２１年３月８日～３月２８日
派 遣 先 国：シンガポール
教員派遣者：Ｃ 講師 西井靖博
派 遣 期 間：平成２１年３月８日～３月２８日
派 遣 先 国：フィリピン

協力企業

学生派遣者： １ＳＥ（１名）
派 遣 期 間：平成２２年３月７日～３月２６日
派 遣 先 国：フィリピン

新居浜高専
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②入学志願者の確保 

入学志願者の確保について

教務主事補 西谷 郁夫

平成２１年度運営諮問会議 （Ｈ２２．３．８）
 

志願者数の推移（H13～18年度）

1.84 

1.63 

1.75 

1.31 

1.51 

1.26 

0.0 

0.3 

0.5 

0.8 

1.0 

1.3 

1.5 

1.8 

2.0 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H13 H14 H15 H16 H17 H18

推薦志願者

学力志願者

倍率

志
願

者
数

（
人

）

倍
率

年度

 

 

 

 

選抜方法の見直し（H18年度）

受入数
各学科とも募集人員の３５％（４０％）程度

出願資格
５科目の評定が、第３学年の１学期と２学期いずれも５段階
評価で平均４.０以上（３.８以上）の人 又は、
数学及び理科の評定が第３学年の１学期と２学期いずれ
も５（平均４.５以上）の人

推薦者数
中学校が推薦できる人数に関する制約（削除）

推薦による選抜

入試会場の増設

推薦選抜：新居浜高専、松山地区

学力選抜：新居浜高専、松山地区、宇和島地区、
三好地区、福山地区

 

広報推進本部の設置（H19年度）

目的
広報活動の総合的かつ効果的な推進と

機動性を図る

組織
・入試広報担当
・広報誌編集企画担当
・イベント担当
・ホームページ運営担当
・メールマガジン担当

 

 

 

 

志願者数の推移（H13～21年度）

 

入試広報実施状況（H2１年度） （１）

校長・副校長

・校長会理事校への挨拶回り（５月下旬～６月上旬）

新規理事校および校長が交代した理事校１１校に出向き、挨拶

をかねて、本校の教育・入試・進路等の概要を説明

・地区別学校説明会（６月上旬～下旬）

中学校長、進路指導主事等を対象に、本校の教育・入試・

進路等について説明

参加状況：東予地区 ２３校２６人、今治地区 ５校５人

徳島三好地区 ６校７人
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入試広報実施状況（H21年度） （２）

入試広報担当
入試広報担当が中学校との窓口となり、３３名の教員が、
それぞれ、中学校訪問、進路説明を分担して実施

・中学校訪問
１回目：６月上旬～８月上旬 訪問校１０４校

進路指導主事、３年学年主任等と面会し、本校の概要、入試
状況、進路状況、学寮、経費等の説明、および中学校から
情報を収集

２回目：１２月上旬～１月上旬 訪問校３７校（東予地区）
学生募集要項を持参し募集内容の説明、受験希望者の情報
を収集

・進路説明会への講師派遣（６月中旬～１１月下旬）
中学３年生と保護者を対象に、本校の特色、入試内容等を
１５分程度で説明

派遣校：４４校

 

入試広報実施状況（H21年度） （３）
イベント担当

・夏季体験学習（７月２４、２５日）

中学生を対象に、本校の施設や装置を使ってものづくりや実験
を体験してもらう。

参加者：５６５人（昨年度：５６８人）

・ものづくりフェスタｉｎ松山
（７月３１、８月１日 愛媛大学城北キャンパス）

小中学生と保護者に、「科学の不思議」や「ものづくりの楽しさ」
を体験してもらうとともに、新居浜高専を紹介する。

参加者：小中学生 ２０６人、保護者 ３４人
（昨年度：小中学生 ９１人、保護者 ２６人）

・学校見学会（９月５日）

中学生と保護者に、各学科の施設・設備、学生福利厚生施設、
学寮等を見学してもらう。

参加者：中学生 ２１６人、保護者 ８５人
（昨年度：中学生 １８１人、保護者 ６６人）  

 

 

 

夏季体験学習
機械工学科

環境材料工学科電気情報工学科

電子制御工学科

生物応用化学科

 

ものづくりフェスタ
ｉｎ 松山 ２００９

 

 

 

 

入試広報実施状況（H2１年度） （４）

イベント担当

・入試情報コーナーの開設
２１年度は、新型インフルエンザのため中止

・他機関主催のイベントへの参加

○春は子供天国事業

主催：新居浜市観光協会
○よんでんグループ科学体験フェスタ

主催：四国電力

○科学体験フェスティバル ｉｎ 大洲

主催：国立大洲青少年交流の家
○みんな集まれ！わくわくサイエンス広場

主催：愛媛県総合科学博物館

 

入試広報実施状況（H2１年度） （５）

広報誌編集企画担当

・ＣＡＴＶ用ＣＭの作成
入試日程等の紹介ＣＭを作成し、１０月～１２月にかけて、
ＣＡＴＶで放送

・平成２２年度カレンダーの作成
下敷仕様の広報カレンダーを作成し、県内外の中学２年生
に約２００００枚を配付

・「はばたけ！未来へ ２０１１」の作成
新入生にアンケートを実施し、意見・要望を反映

・新居浜高専説明用ＣＤの作成
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平成２２年度カレンダー

愛媛県の全中学校と香川、徳島、
高知、岡山、広島県の一部の
中学校に送付

 

入試広報実施状況（H2１年度） （６）

ホームページ運営担当
・ホームページを随時更新

メールマガジン担当
・月１回メールマガジンを配信

その他
・在校生からのメッセージの送付
新入生全員の出身中学校に、近況報告として学生のメッセ
ージと写真を送付

 

 

 

 

在校生からの
メッセージ

 

前回運営諮問会議のフォローアップ報告
入学志願者の確保に対して、「マスメディアを活用した教育的成果の
公開」の指摘があった。

対応状況
●NHK総合テレビ「いよかんワイド」

現代GP「地域連携プロジェクト型ものづくり活動 ～工都新居浜の活性化プラン～」
の商店街活性化パフォーマンスロボ製作プロジェクトにおいて製作した２台の
ロボット（ 「熱血あきんど君」と「おコンさん」）が、4月20日（月）にNHK総合テレビ
「いよかんワイド」の中で、生放送で紹介された。

●ハートネットワーク「ＣＭ放送」：１０月～１２月に入試日程を流した。

●新聞掲載
毎日新聞(H21.5.13)：介護工学研究会
愛媛新聞(H21.6.29)：福祉ロボットの最新性能を体験
愛媛新聞(H21.7.25)：夏季体験学習
愛媛新聞(H21.8.1) ：ものづくりフェスタ in 松山
愛媛新聞(H21.8.21)：サンシャインレース松山で優勝（一般）
電気新聞(H21.11.5)：第4回エネルギー教育賞優秀賞
愛媛新聞(H22.1.29)：高専のロボットについて

 

 

 

 

志願者数の推移（H13～22年度）

 

学科別志願者数の推移

志
願
者
数
（
人
）
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推薦選抜志願者数の推移

志
願
者
数
（
人
）

 

男女別志願者数の推移

志願者数（人）

 

 

 

 

分析

● 夏季体験学習、学校見学会参加人数は昨年と同程
度であったが、志願者数が約５０名減少

● 生物応用化学科志願者数はやや増加、他の４学科
で減少

● 女子志願者数はほとんど変わらないが、男子志願者
数が、推薦選抜、学力選抜共に減少

地区別志願者数の推移等も含めて分析し、対
策を考える必要がある
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③キャリア教育及び教科外学生活動 

キャリア教育及び教科外学生活動

学生支援委員会

平成２１年度

2010/3/8

 

学外研修（１年生）

• １年生

【実施日】 平成２１年５月２２日（金）～２３日（土）

【場 所】 国立大洲青少年交流の家

５月

 

 

 

 

愛媛県高校総体

平成２１年度の総体は、６月５日（金）～８日（月）、

松山市を中心に行われた。

本校から、１３競技、２０５名の参加があった。

６月

 

高専打ち水大作戦２００９

打ち水大作戦（５年目）を７月９日（木）１２時から

校内全域で実施した。

指定測定場所において、１．５℃の温度降下が

確認できた。

７月

 

 

 

 

第４６回四国地区高等専門学校体育大会

平成２１年度の標記大会は、６月２８日（日）～

７月２６日（日）の間、阿南高専を担当校として

６高専分散方式で開催された。

各種目の主な成績は次のページのとおりであった。

第３９回西日本地区高専弓道大会

平成２１年度の本大会は、７月１１日（土）～１２日（日）、

久留米高専を担当校として、久留米市で行われた。

７月

 

四国地区高専体育大会の主な結果

主な結果 主な結果

ソフトテニス　　 男子団体 優勝 バスケットボール　女子 優勝

　 男子個人 優勝・準優勝 バレーボール　　 男子・女子 準優勝

　　　　　　　　　 女子個人 準優勝 硬式野球　 準優勝

テニス　　　 男子個人ダブルス 準優勝 柔道　　 男子団体 準優勝

　　　　　　 男子個人シングルス 準優勝 　　　　　　 男子個人60kg級 準優勝

　　　　　　　 女子個人ダブルス 準優勝 　　　　　　 男子個人90kg級 優勝

バドミントン　　 男子団体 準優勝 　　　　　　 男子個人90kg超級 優勝

　　　　　　　　　 女子団体 優勝 剣道　　 男子団体 準優勝

　　　　　　　　　　 女子個人ダブルス 優勝・準優勝 　　　　　 女子個人 準優勝

　　　　　　　　　 女子個人シングルス 優勝・準優勝 陸上　　 男子やり投 優勝

卓球　　　　　 女子個人ダブルス 準優勝 水泳　　 男子200m背泳ぎ 準優勝

　　　　　　 女子個人シングルス 準優勝 　　　　　 男子100m背泳ぎ 準優勝

競　　　　　　　　　　　技 競　　　　　　　　　　　技

７月
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第４３回全国高等専門学校体育大会

今年度の標記大会は、８月２２日（土）～２８日

（金）の間、都城工業高等専門学校を担当校に

九州・沖縄地区で開催された。

成績は次のとおりであった。

８月

 

全国高専体育大会の結果

主な結果 主な結果

ソフトテニス　　 男子団体 準優勝 卓球　　　　　 女子個人ダブルス 予選敗退

　 男子個人 優勝 　　　　　　 女子個人シングルス 予選敗退

3回戦敗退 バスケットボール 女子 1回戦敗退

　　　　　　　　　 女子個人 1回戦敗退 柔道　　 男子個人60kg級 1回戦敗退

テニス　　　 男子個人ダブルス 1回戦敗退 　　　　　　 男子個人90kg級 2回戦敗退

　　　　　　 男子個人シングルス 1回戦敗退 　　　　　　 男子個人90kg超級 1回戦敗退

　　　　　　　 女子個人ダブルス 1回戦敗退 剣道　　 女子個人 1回戦敗退

バドミントン　　 女子団体 2回戦敗退 　　　　　 女子団体（第8回） 2回戦敗退

　　　　　　　　　 女子個人ダブルス 2回戦敗退 水泳 男子200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 予選敗退

　　　　　　　　　　 1回戦敗退 男子200m背泳ぎ 5位

女子個人シングルス 2回戦敗退 男子100m自由形 予選敗退

　　　　　　　　　 1回戦敗退 男子100m背泳ぎ 4位

　　　　　 男子100mバタフライ 予選敗退

競　　　　　　　　　　　技 競　　　　　　　　　　　技

８月

 

 

 

 

第29回にいはま夏まつり（打ち水）

【実施日】 平成２１年８月２日（日）

【場 所】 新居浜商店街（昭和通り）

８月

 

高専三大コンテスト
• 全国高等専門学校ロボットコンテスト（ロボコン） 四国地区大会

【実施日】 2009年10月18日(日) 
【主管校】 詫間高専
【結果】 ベストカップル賞（ロボット名：燧のたぬき）・・Aチーム

• 全国高等専門学校プログラミングコンテスト（プロコン）
【実施日】 ＜予選＞2009年6月27日(土) 

＜本選＞2009年10月17日(土)・18日(日) 
【主管校】 木更津高専
【結果】 ＜課題部門＞ 敢闘賞（タイトル：eキューブ）

＜自由部門＞ 該当なし、 ＜競技部門＞ 予選通過（ユニセル）

• 全国高等専門学校デザインコンペティション（デザコン）
【実施日】 2009年11月14日(土)・15日(日) 
【主管校】 豊田高専
【結果】 ＜構造デザインコンペティション部門＞

優秀賞（作品名：デルタブリッジ）

１０～１１月

 

 

 

 

ロボコン2009 プロコン2009 デザコン2009

１０～１１月

 

第４４回国領祭（中止）

【予定日】 平成２１年１１月６日（金）～８日（日）

【テーマ】 「ＣＨＡＮＧＥ×ＥＣＯ」 （エコ学園祭）

【新企画】 3校合同企画（エコ学園祭スタンプラリー）
→（新居浜高専11/7・8、愛媛大学11/14・15、松山大学11/21・22）

エコ容器“ﾊﾞｶﾞｽﾄﾚｰ”の使用
⇒ 使用後は本校で処理

間伐材割り箸の使用
⇒ 間伐材の有効利用

衣類回収リサイクル
⇒ 衣類のリサイクル活動

エコ展示
⇒ 各学科のエコに関する展示

案内用HPの開設
⇒ 学外への情報発信

１１月
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第31回四国地区高専総合文化祭の主な結果

部　　　門 学　　　生 主な結果

絵　画 ４D学生（女子） 佳作

　 ４Z学生（女子） 佳作

写　真　 ３M学生（男子） 佳作

英語ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄ　 ３E学生（男子） １位

（自由弁論の部）

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺﾝﾃｽﾄ　　団体 優勝

平成２１年度総合文化祭は、１２月１２日（土）、１３日（日）、

香川高専（高松キャンパス）を担当校として、丸亀市（丸亀市民

会館）で行われた。

１２月

 

第31回四国地区高専総合文化祭

１２月

 

 

 

 

企業・若者交流会（ジョブ・コラボ）

１月

【日時】 平成22年1月14日（火）
18：00～20：30

【場所】 Yours（ユアーズ）
【対象】 大学、短期大学、高等専門学校

専修学校
（新居浜高専も後援）

 

体育祭（後期クラスマッチ）

【実施日】 平成22年1月26日（火）

【場 所】 新居浜高専グランド

プログラム
開始時間

午前の部 １． 開会式 ９：３０
２． ラジオ体操 ９：３５
３． シッポとりゲーム ９：４０
４． DJD(女子のみ) １０：１０
５． 早食い競争 １０：４０
６． 疾走！～一心同体～ １１：２０

昼休み
午後の部 ７． ○×クイズ2010 １２：５０

８． 騎馬戦 １３：３０
９． 学科対抗リレー １４：００

１０． 閉会式 １４：２０

【競技結果】

１位 機械工学科
２位 電子制御工学科
３位 環境材料工学科
４位 生物応用化学科
５位 電気情報工学科

学科対抗リレーの
アンカーは各学科

教員！！！

１月

 

 

 

 

体育祭（後期クラスマッチ）
１月

 

第8回高専ソコヂカラ

【実施日】 平成22年1月30日（土） 17:30～21:30

【場 所】 新居浜市市民文化センター中ホール

部・愛好会 演　　　　　題

ダンス愛好会 ダンス

吹奏楽部 めざせポケモンマスター

「古畑任三郎」のテーマ

「踊る大捜査線」ハイライト
侍戦隊シンケンジャー

ドラゴンクエスト（藤堂アレンジ）

声楽愛好会 ヒミツ

演劇愛好会 日本むかしばなし
奇術部 マジック、ジャグリング

ス　テ　ー　ジ　プ　ロ　グ　ラ　ム

ロ　　ビ　　ー　　展　　示

休憩時間（カマコン）

美術部、マルチメディア愛好会
写真部、文学漫画創作愛好会

入場者数：252人
募金：15,256円
（ユニセフへ）

１月
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第8回高専ソコヂカラ

１月

 

企業説明会

【実施日時】 平成22年2月3日（水） 13:00～16:00

【場 所】 本校第一体育館

【参加企業】 県内外８０社

【参 加 者】 本科４年生、専攻科１年生、教職員、保護者

２月

 

 

 

 

里親清掃活動

通年

 

平成２１年度チャレンジプロジェクト報告
（２月末現在）

プロジェクト名 人数 申請額 備　　　　　考

物品費 旅費 合計

種子島ﾛｹｯﾄｺﾝﾃｽﾄ 6 ¥220,000 ¥0 ¥100,000 ¥100,000
ﾛｹｯﾄｺﾝﾃｽﾄ参加費（旅費2名分）、
不足分は各自で負担、種子島（３月報告予定）

「空飛ぶ車椅子！！」　　～廃棄車
椅子の修繕、寄付による東南ｱｼﾞｱ

諸国への国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動～
17 ¥88,070 ¥88,070 ¥0 ¥88,070

廃棄車椅子を修理し、東南ｱｼﾞｱ諸国へ寄付
（３月報告予定）

だれでも飲めま酢 2 ¥99,981 ¥62,156 ¥0 ¥62,156
高校化学ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾝﾃｽﾄ応募
　　　（最終選考会ﾎﾟｽﾀｰ発表）（2/15報告）

ｴﾝﾄﾞﾄｷｼﾝを用いたｱﾚﾙｷﾞｰ・
花粉症予防対策

5 ¥100,000 ¥100,000 \0 ¥100,000
「ﾃｸﾉ愛'09」大学の部に応募（落選）
「第7回ｷｬﾝﾊﾟｽﾍﾞﾝﾁｬｰｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ四国」に応募
　　　（優秀賞・審査委員会特別賞）（2/10報告）

枯れ葉ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ 3 ¥124,300 ¥100,000 ¥0 ¥100,000
「ﾃｸﾉ愛'09」高校の部に応募（最終審査会入賞）
「第52回日本学生科学賞」
　小・中学生・高校生の部に応募（佳作）（1/29報告）

ｻﾝｼｬｲﾝﾚｰｽ松山への参加 5 ¥100,000 ¥85,060 ¥14,940 ¥100,000
ｻﾝｼｬｲﾝﾚｰｽ松山への参加
優勝（8/19,20実施）（8/26報告）

t-CUP Challenge技術ｺﾝﾃｽﾄ
参加ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

3 ¥100,000 ¥44,100 ¥53,140 ¥97,240
時の甲子園 in 小金井 t-CUP Challengeへの参加

プレゼンと展示（7/24,25実施）（10/15報告）

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑｺﾝﾃｽﾄ2009への参加 3 ¥100,000 ¥0 ¥0 ¥0
受賞した場合の旅費（2名分）、仙台市

入賞ならず（9/7報告有）

¥932,351 ¥479,386 ¥168,080 ¥647,466合　　　　　計

援　　　助　　　額

通年
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④学寮運営について 

学寮運営について
2010.3.8

寮務主事 皆本佳計

 

学寮の現状

向陽寮
雄風
北寮

雄風
南寮

蛍雪寮 青雲寮 清風寮

定員 166 87 63 59 59 60 494

現員 93 76 58 47 56 44 374

1年 2年 3年 4年 5年 専攻科

73 83 84 61 63 15

6 12 13 11 2 1 女子：内数

食堂 383名  

 

 

 

寮生会

寮務委員会の指導のもとに寮生の自治協力によって、寮生活が円滑、有意義に営
まれることを目的として、寮生会が組織されています。

寮生会組織図

 

低学年 (1～3年生)

時刻 事項

7:10 起床
整頓・清掃・洗面

7:20 朝食 (～8:20) 

7:40 点呼
協同課業

登校準備

8:30 登校終了

8:40 施錠

11:45 昼食 (～12:45)

放課後 開錠
自由時間

17:00 夕食 (～19:30)
入浴 (～20:00)

20:00 静粛時間 (～翌朝)
共用部分清掃

21:00 門限・点呼
学習時間 (～23:00)

23:00 就寝準備

23:30 消灯

高学年 (4,5年生、専攻科生)

時刻 事項

7:20 朝食 (～8:20)

11:45 昼食 (～12:45)

17:00 夕食 (～19:30)
入浴 (～20:00)

20:00 静粛時間 (～翌朝)
共用部分清掃

21:00 門限・点呼
学習時間 (～23:00)

23:30 自主消灯

 

 

 

 

新入寮生荷物搬入

4/7

 

学年集会

毎月実施

21：30～23：00
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居室訪問

毎月実施

21：30～23：00

寮の食事

寮生大会

4/23

 

バーベキュー大会

5/9

翌日に
寮マッチ（スポーツ大会）
と大掃除

 

 

 

 

防火・避難訓練

7/3

4階からです

 
納涼祭 夏休み直前 7/16

 

 

 

 

夏季リーダー研修

8/29,30

(小豆島）

 

部屋決め集会

9/10

新型インフルエンザ流行

１５１名

10/25 ８名

10/26 １２名

10/27 ９名

帰省させる

迎えに来るまでは隔離

誰が世話を（夜間・休日）
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クリスマス・バイキング 12/24

 

寮マッチ 1/16

学年対抗

 

 

 

 

寮生大会 3/2

送別会
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⑤学生相談室から 

2010/3/8 1

学生相談室から

新居浜高専学生相談室

室長 大村 泰

 
2

はじめに

 沿革：平成５年度発足

室長：H5～13（近藤），H14･15（鴻上），
H16･17（野口）， H18･19（今城），H20･21（大村）

 目的：相談室は，本校学生の持つ個人的問
題についての相談に応じ，その解決
のための適切な助言及び指導を行い，
より良い学生生活が送れるための支
援を行う。 （学生相談室規程，平成５年３月）

 場所：本校保健室

2010/3/8  

 

 

 

3

学生相談室のスタッフ

 室長 ： １名

 学内相談員 ： 教員７名（各科１名）
+看護師 （計８名）

 学外
カウンセラー ： ３名

精神科医，臨床心理士，学識経験者
（元高校教員）

2010/3/8
 

4

相談室業務

 学生相談

 学生に対する講演の実施

 教職員に対する研修会の開催

 学外の研修会への参加および報告

 学生（保護者）への相談室利用の呼び
かけ

 学内での連携

 資料収集，年報作成

2010/3/8  

 

 

 

5

学生相談体制

 学内相談員 ： 随時受付

 学外カウンセラー

・学識経験者 ： 毎週月曜，水曜 １６時~

・臨床心理士 ： 毎週金曜 １６時~

・精 神 科 医 ： 毎月第３木曜 １６時~

（原則予約制，予約が入ってなければ飛
び込み受付可）

2010/3/8
 

6

学生相談件数・内容

 学外カウンセラー

来校回数９７回，相談回数５４回（H20）

 学内相談員

相談回数３１２回

（H20）

進路
7%

学業
問題
13%

家族
問題
11%

その
他
20%

心の
病
24%

交友
関係
24%

2010/3/8  
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7

学生に対する講演会

時期：6月

対象：第１学年全員

内容：カウンセリング講演会

「カウンセリングとは」

講師：学外カウンセラー（臨床心理士）

H21年度

よく
39%

少し
52%

あまり
6%

その
他
3%

カウンセリングというものを少し
は理解できた ＝ ９０％以上

2010/3/8
 

8

教職員に対する研修会
 Ｈ２０/８月：「キャンパス・ハラスメント ～被害者にも加

害者にもならないために～」，広大・岡山理科大
非常勤講師，心理相談員 市場恵子 先生

 Ｈ２０/９月：「うつ病と自殺予防について」，愛媛労災病
院・精神科，島根大教授 稲見康司 先生

 Ｈ２０/１２月：「ソリューション・フォーカスド・セラピー ～
教育相談を中心に～」，愛大教育学部 相模健人
先生

 Ｈ２１/６月：「～現代人の自分探し～ 発達障害と支援
について考える」，愛大非常勤，臨床心理士 古林
勝也 先生

年2回程度開催
2010/3/8  

 

 

 

9

学外の研修会への参加

 全国学生相談研修会 （日本学生相談学会）

 全国国立高専メンタルヘルス研究集会 （国立高等専門
学校機構）

 障害学生修学支援セミナー （日本学生支援機構）

 中国・四国メンタルヘルス研究協議会 （日本学生相談
学会）

 発達障害のある学生支援研修会 （日本学生支援機
構）

 学生相談インテーカーセミナー （日本学生支援機構）

 障害学生修学支援のための教職員研修会 （日本学生
支援機構） 相談員のスキルアップ

2010/3/8
 

10

相談室利用の呼びかけ

 入学時の説明会，リーフレットの配布

 ホームページでの案内と掲示

 “学生相談室だより”の発行（月１回）

 学外カウンセラー来校時の案内看板

 宣伝用クリアファイルの配布

 アンケートの実施

 保護者懇談会での相談受付

2010/3/8  

 

 

 

11

学内での連携
 保健室へよく来る学生

看護師 → 学級担任，相談室，アドバイザーなど

 科目担当教員から

授業の様子 → 学級担任，看護師，相談室など

 学級担任から

日常の様子，学生からの相談 → 看護師，相談
室，学外カウンセラーなど

 寮から

寮生の様子 → 看護師，学級担任，相談室，学
外カウンセラーなど

 連絡会の開催（月１回） 学生相談員

2010/3/8
 

12

学生相談室年報

 相談件数，内訳

 学内教職員研修会概要

 学外研修会参加報告

 学生相談室だより

 書籍，資料一覧

2010/3/8  
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13

今後の課題など

 相談員の認知度の上昇

 相談室の宣伝

学外カウンセラーの来校日の周知

相談予約方法の周知

相談室ホームページの充実

 学校の雰囲気を良くする取組み

トイレや廊下の壁が壊される事件などに鑑み，
心に響く言葉，顔が緩むような写真の掲示など
の検討

 学外カウンセラーと学内相談員との懇談
2010/3/8
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⑥前回運営諮問会議のフォローアップ報告  

・第４回運営諮問会議の各委員の意見に対する対応 

指 摘 事 項 等 対 応 状 況 

１．地域と連携した教育活動の取組

○ 出前授業への参加学生の偏り

をなくし、多くの学生、教員の

参加を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 現代ＧＰ終了後の活動など 

（２１年度の報告） 

 

 

以前は、出前授業に行く学生と教職員に偏りがあっ

た。 

そこで、学校全体としては、１つのテーマを複数の教

職員が担当できるようにしており、主となる教職員の

都合が悪い場合は他の教職員が対応できる体制を整

えている。また、学生には個々に具体的な目的を明確

にして参加するようにしている。 

また、一例として、生物応用化学科では１～３年生の

間に少なくとも１度は出前授業に参加できるような

取組を試行している。なお、平常授業日実施の場合は

特別欠席扱いにする必要があるために、特別欠席扱い

での参加は１年に１度と決めている。現３、４年生は

平成２１年度までに全員が参加しており、現２年生も

半数以上がすでに参加している。 

「ものづくりフェスタｉｎ松山」、「科学体験フェス

ティバル ｉｎ大洲」、「よんでんグループ科学体験フ

ェスタ」などの各種イベントの参加も、出前授業の

同様に扱っている。 

 

小中学校向けの教材開発などを中心に、「ものづくり

教育支援センター」が主体となって活動をしている。

平成２１年度の活動としては以下であり、今後も継続

していく。 

７月２８日（火） 中学校技術教員実技研修会 

（中学校教員：７名が参加） 

８月５日（水） 小中学校理科教員実技研修会 

（小学校教員：１２名、中学校 

教員：１９名が参加） 

※科学技術振興機構の理数系教員指導力向上研修 

（希望型）の採択を受けて実施 

出前授業については、上記に記載済みで省略した。 
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地域と連携した教育活動の取組 

○現代GP終了後の活動
→ ものづくり教育支援センター（略称：ものづくりセンター）

○出前授業
→ 高度技術教育研究センター（略称：高技センター）

第５回運営諮問会議用資料（平成22年3月8日(月)）

高技センター ・ 中 山 享

 

H18年度の募集テーマは、
・地域活性化への貢献（地元型）
・地域活性化への貢献（広域型）
・知的財産関連教育の推進
・持続可能な社会につながる環境教育の推進
・実践的総合キャリア教育の推進
・ニーズに基づく人材育成を目指したe-Learning Program の開発

新居浜高専は、特色ある教育内容や、これまでの教育・地域連携の実績が評価

され、「地域活性化への貢献（地元型）」で採択されました。

「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）」とは、
社会的要請の強い現代的課題に対応したテーマ設定を行い、各大学・短期大学・高等専門学校から
申請された取組の中から、特に優れた教育プロジェクトを選定し、広く社会に情報提供するとともに、
財政支援を行うことで、これからの時代を担う優れた人材の養成を推進することを目的とするものです。

＜取組の概要＞
工都新居浜の活性化に資するために、身近な地域社会と連携し、

「ものづくり人材育成」及び「まちづくり・地域の求心力向上」
の2テーマに焦点を合わせて、学生の地域連携プロジェクト型ものづくり活動を、PDCAサイクル

を回しながら、継続的に展開するシステムを構築します。特色は、低学年と高学年を一つのグ
ループに組織して、ものづくり活動と地域出前授業の双方を、体験学習として実践することです。
低学年で活動の基礎を学んだ学生が、順次、高学年に進んで立場を変えて教える・指導する体
験を通じて、プロジェクトマネージメント能力の発展を図り、ものづくりに関する知恵と行動力をも
つ、信頼される技術者として成長していくことができます。

ものづくりセンター

 

 

 

 

「川の流れ観察装置」の泉川小学校での活用例
この装置は中萩小学校（当時）の加藤茂樹先生が考案したもので、これに少し改良を加

え、新居浜高専の学生により小学校の授業で活用できるように１０台製作したものです。

この「川の流れ観察装置」は小学校５年生の「流れる水のはたらき、流水による土地の変
化」の単元で活用することができます。ご協力いただいた泉川小学校の合田先生から当日
の様子の写真と感想文をいただきました。

その中で児童たちから

○上流、中流、下流の様子が一度に見られて比較できた
○ 内側と外側の川の流れの違いがよくわかった
○ 横から見られて流れがよくわかった

などの感想がありました。

ものづくりセンター

現代ＧＰの実績（１）

 

「青少年ものづくりアイデアコンテスト」
現代ＧＰの取組の一環として、新居浜市内の小学生から校区の自慢をテーマとする「青少年ものづくりアイデアコ

ンテスト」の作品募集を行いました。低学年の部１３５点、高学年の部１１７点 の応募があり、新居浜高専の現
代ＧＰプロジェクト担当教員による一次審査を経て、審査委員会を開催し、 各賞が決定されました。表彰式には、新
居浜市教育委員会教育長を始めとする来賓にご出席いただき、受賞者のご家族も出席され、盛大に行われました。

ものづくりセンター

最優秀賞 「総合科学博物館」
河野彬人くん（大生院小学校 ３年）

最優秀賞「ぞうすいき」
髙橋佑希さん、鈴野未貴さん、渡邊真奈さん（泉川小学校 ６年）

小学校低学年の部

小学校高学年の部

現代ＧＰの実績（２）

 

 

 

 

各種ユニークなロボット製作による科学技術の啓蒙と地域貢献
地域の文化に密接に関連したテーマで、人々に親しまれる各種のユニークなロボット

を製作する活動を通じ、地域社会に貢献している。

下記の写真３および写真４は、現代ＧＰ「地域連携プロジェクト型ものづくり活動～工都新居浜活

性化プラン～」における商店街活性化パフォーマンスロボ製作プロジェクト
の一環として製作されたものである。

図１．切山地区案内ロボット

図２．電子小女郎ダヌキ親子
と小女郎ダヌキトロッコ

図３．熱血あきんど君 図４．おコンさん

平家落ち武者型のロボッ
トが音声と身振り手振り
で観光案内をする。

売り込みチラシのキャラクター
「熱血あきんど君」型のからくり
時計。スロットマシンとして遊ぶ
こともできる。

親ダヌキの後を３体の
子ダヌキと子供を乗せ
たトロッコが付いて動く。

雲に乗ったキツネの
格好をした鬼ごっこ
ロボット。

ものづくりセンター

現代ＧＰの実績（３）

 

現代GP「小中学校教員教材開発実技研修会」関係フォロー

＜その１＞中学校技術教員実技研修会／7月28日（火）

（実施概要）
参加者：中予・東予地区より7名の教員

午前→ものづくり研修として「空気の流れで遊んでみよう」と題して、「縦笛作り」
午後→コンピュータ研修として「簡単な動画作製ツールについて」と題して、

T2Vというソフトウェアを用いたプログラムの作成実習

（参加者の感想）

・縦笛作りは安価な材料費で生徒が興味をもてるテーマであり、楽しく製作できました。

・T2Vによる動画作りは、とても分かりやすくて中学生でも取り組めそうなテーマでした。

・来年度は、新学習指導要領にある「エネルギー変換に関する技術」を希望します。

ものづくりセンター
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＜その２＞小中学校理科教員実技研修会／8月5日（水）

（実施概要）

「科学技術振興機構の理数系教員指導力向上研修（希望型）」への申請・採択
テーマ：「簡易電気回路ユニットの作製とその活用」

参加者：小学校教員12名、中学校教員19名（合計31名）

午前→ものづくり実習として実験用の電気回路ユニットの作製
午後→作製した教材の活用事例 として実験ユニットによる実習やユニットを利用した電池の作製

（参加者の感想）

教材作製とその活用実習を同時に行えたことで、非常に実のある研修になりました。

ものづくりセンター

 

H21年度取組状況
小中学生向け「出前サイエンス講座」

分 野 番 号 テ ー マ

環 境

1
2
3
4
5
6

・環境にやさしいエネルギーについて
・地球温暖化実験
・環境エネルギー実験！
・身近にできる省エネについて
・やさしい天気講座
・リサイクル紙作り体験！

化 学

7
8
9

10

・身近な電池（電池の仕組みを調べてみよう！）
・液体窒素で冷やしてみよう
・果物のにおいを作ろう
・身近にあるハイテク素材

バ イ オ
11
12

・身近なバイオテクノロジー
・玉ねぎからDNAを取り出してみよう

電 気・電 子
13
14
15

・電子工作をやってみよう！
・モータを作ろう
・LEDで遊ぼう

物 理
16
17

・大気の力を調べよう
・空気の力で遊んでみよう

材 料
18
19
20

・古代のロマン！青銅鏡を作ろう！！
・銅鉱石から銅を取りだそう
・炭って何だろう

福 祉
21
22

・人にやさしいデザイン（ユニバーサルデザイン･バリアフリーデザイン）について
・創造力を豊かにしましょう！

＜H17年度から開設＞

H21年の開設講座一覧

 

 

 

 

① 学生に対する高度技術教育
② 学内共同及び学際的研究の推進
③ 地域産業との共同研究及び技術相談の推進
④ 地域産業が必要とする実験・研究設備の提供
⑤ 各種セミナーなどの開催による学術情報の提供により地域産業の技術

の高度化・情報化へ貢献

⑥地域の小中学生及び市民に対し本校の持っている様々な分野の
知的資源を出前講座などにより提供

高技センター業務紹介

H21年度新たな取組
① 特許出願数の向上

→ 発明届け10件

② 四国6高専としての全国規模の催し物への出展
→ 平成21年度のテーマ「食品加工技術」

①第8回産学官連携会議（6月、京都国際会館）
②水産海洋プラットフォーム・新技術説明会ポスター展（7月、東京ビックサイト）
③アグリビジネス創出フェア2009（11月、幕張メッセ）

継続取組
① 「第44回工業技術懇談会」（近隣地域の企業在職者、行政職員、本校・学生）の開催 → H13年度～
② 「第10回科学技術特別シンポジウム（本校・専攻科生、一般者） 」の開催 → H12年度から毎年1回開催
③ 「新居浜高専技術シーズ集－4」の発刊 → H18年度～
④ 「海南ｅタイムズ」への「新居浜高専技術シーズ」の連載 → H18年度～
⑤ 新居浜市役所でのパネル展示 → H16年度～

 

① 学生に対する高度技術教育
② 学内共同及び学際的研究の推進
③ 地域産業との共同研究及び技術相談の推進
④ 地域産業が必要とする実験・研究設備の提供
⑤ 各種セミナーなどの開催による学術情報の提供により地域産業の技術

の高度化・情報化へ貢献

⑥地域の小中学生及び市民に対し本校の持っている様々な分野の
知的資源を出前講座などにより提供

高技センター業務紹介

H21年度新たな取組
① 特許出願数の向上

→ 発明届け10件

② 四国6高専としての全国規模の催し物への出展
→ 平成21年度のテーマ「食品加工技術」

①第8回産学官連携会議（6月、京都国際会館）
②水産海洋プラットフォーム・新技術説明会ポスター展（7月、東京ビックサイト）
③アグリビジネス創出フェア2009（11月、幕張メッセ）

継続取組
① 「第44回工業技術懇談会」（近隣地域の企業在職者、行政職員、本校・学生）の開催 → H13年度～
② 「第10回科学技術特別シンポジウム（本校・専攻科生、一般者） 」の開催 → H12年度から毎年1回開催
③ 「新居浜高専技術シーズ集－4」の発刊 → H18年度～
④ 「海南ｅタイムズ」への「新居浜高専技術シーズ」の連載 → H18年度～
⑤ 新居浜市役所でのパネル展示 → H16年度～

本 館

別館（インキュベーション
ラボラトリー）

海南ｅタイムズ
連載

各種講演会

センター機器

 

 

 

 

本校HPによる案内

 

本校HPによる案内
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実施状況の共有化と公開 （H21年度新規実施）

 

実施状況の共有化と公開 （H21年度新規実施）

 

 

 

 

実施日 テーマ 教職員 学生数 実施場所 受講者概数

1 平成21年6月14日 古代のロマン青銅鏡を作ろう 日野 5名 西条市立国安小学校 6年生21名＋その保護者

2 平成21年6月14日 マイナス196℃の世界を体験しよう 桑田、西井 3名 西条市立国安小学校 22名＋保護者21名

3 平成21年6月18日 液体窒素で冷やしてみよう 河村 4名 新居浜市立川東中学校 31名（2年生）

4 平成21年7月23日 環境にやさしいエネルギーについて 吉川 3名 新居浜市別子銅山記念図書館 32名（小学2～6年生）

5 平成21年7月23日 リサイクル紙作り体験 志賀 3名 新居浜市別子銅山記念図書館 小学生 24名

6 平成21年7月30日 環境にやさしいエネルギー 松田 4名 新居浜市女性総合センター 120名（小学生、保護者、教員）

7 平成21年7月30日 LEDで遊ぼう 則包 0名 西条市中央公民館 15名（小学5、6年生）

8 平成21年8月2日 液体窒素で冷やしてみよう 桑田 3名 西条市中央公民館 57名＋保護者40名

9 平成21年9月6日 親子の科学実験教室 桑田 3名 市民文化センター 19名＋保護者12名

10 平成21年9月11日 液体窒素で冷やしてみよう 河村 3名 新居浜市立新居浜小学校 15名（理科クラブ）

11 平成21年10月9日 身近な電池 桑田 3名 新居浜市立新居浜小学校 15名（理科クラブ）

12 平成21年11月8日 身近な電池 桑田 2名 西条市立橘小学校 14名（3､4､5年生）

13 平成21年11月13日 大気の力を調べてみよう 橋本 4名 新居浜市立新居浜小学校 15名（理科クラブ）

14 平成21年12月7日 LEDで遊ぼう 則包 0名 新居浜市立新居浜小学校 15名（理科クラブ）

15 平成21年12月14日 液体窒素で冷やしてみよう 橋本 4名 新居浜市立中萩小学校 64名（5年生2クラス）

16 平成21年12月15日 液体窒素で冷やしてみよう 河村 4名 新居浜市立中萩小学校 32名（5年生1クラス）

17 平成21年12月17日 液体窒素で冷やしてみよう 西井 4名 新居浜市立中萩小学校 64名（5年生2クラス）

18 平成22年1月22日 空気の力で遊んでみよう 松英、平澤 1名 新居浜市立新居浜小学校 15名（理科クラブ）

19 平成22年1月28日 身近な電池 西井、桑田 4名 新居浜市立中萩小学校 64名（6年生2クラス）

20 平成22年1月29日 身近な電池 西井、桑田 4名 新居浜市立中萩小学校 32名（6年生1クラス）

21 平成22年2月2日 身近な電池 西井、桑田 4名 新居浜市立中萩小学校 32名（6年生1クラス）

22 平成22年2月4日 身近な電池 西井、桑田 4名 新居浜市立中萩小学校 64名（6年生2クラス）

23 平成22年2月17日 身近な電池 桑田、中山 0名 新居浜市立川東中学校 30名（2年生）

24 平成22年2月19日 身近にあるハイテク素材 辻 0名 新居浜市立新居浜小学校 15名（理科クラブ）

25 平成22年2月26日 果物のにおいを作ろう 堤 0名 新居浜市立新居浜小学校 15名（理科クラブ）

H21年度 出前授業活動実績

参加学生：延べ69名、教職員：14名
 

H19年度 テーマ別参加学生数

テーマ 実施日 学年 人数

地球温暖化実験

H19.6.19 4年、2年 4名

H19.6.26 4年、2年 8名

H19.7.25 3年 3名

H19.8/18,19 4年、2年 6名

H19.9.15 3年、2年 3名

H19.10.19 1年 4名

H20.2.1 3年、2年 10名

液体窒素で冷やしてみよう

H19.11.30 1年 4名

H19.12.22 5,4,3, 1年 8名

H20.1.29 1年 4名

計 延べ54名

 

 

 

 

H21年度 テーマ別参加学生数
テーマ 実施日 学年 人数

身近な電池

平成21年10月9日 2C、2SC 3名
平成21年11月8日 4C 2名
平成22年1月28日 1C、3C 4名
平成22年1月29日 2C 4名
平成22年2月2日 2C 4名
平成22年2月4日 1C、2C、3C 4名
平成22年2月17日 － －

液体窒素

平成21年6月14日 1SC、2SC 3名
平成21年6月18日 3C 4名
平成21年8月2日 2C、4C 3名
平成21年9月11日 1C、2C 3名
平成21年12月14日 2C、3C 4名
平成21年12月15日 1C、2C 4名
平成21年12月17日 1C、2C、3C 4名

環境にやさしいエネルギー
平成21年7月23日 5M、2SM(M) 3名
平成21年7月30日 5M、2SM(M) 4名

LED
平成21年7月30日 － －
平成21年12月7日 － －

青銅鏡 平成21年6月14日 5Z 3名
リサイクル紙 平成21年7月23日 2Z、4Z 3名
大気の力 平成21年11月13日 1C、2C 3名
空気の力 平成22年1月22日 4Z 1名

ハイテク素材 平成22年2月19日 － －
果物のにおい 平成22年2月26日 － －

親子の科学実験教室 平成21年9月6日 2C、1SC 3名

計 延べ69名

本科生 専攻科生
M＜機械工学科＞ 4名 SM(M) 3名
C＜生物応用化学科＞ 47名 SC 5名
Z＜環境材料工学科＞ 7名 SM(Z) 2名  

H21年度 テーマ別参加学生数
テーマ 実施日 学年 人数

身近な電池

平成21年10月9日 2C、2SC 3名
平成21年11月8日 4C 2名
平成22年1月28日 1C、3C 4名
平成22年1月29日 2C 4名
平成22年2月2日 2C 4名
平成22年2月4日 1C、2C、3C 4名
平成22年2月17日 － －

液体窒素

平成21年6月14日 1SC、2SC 3名
平成21年6月18日 3C 4名
平成21年8月2日 2C、4C 3名
平成21年9月11日 1C、2C 3名
平成21年12月14日 2C、3C 4名
平成21年12月15日 1C、2C 4名
平成21年12月17日 1C、2C、3C 4名

環境にやさしいエネルギー
平成21年7月23日 5M、2SM(M) 3名
平成21年7月30日 5M、2SM(M) 4名

LED
平成21年7月30日 － －
平成21年12月7日 － －

青銅鏡 平成21年6月14日 5Z 3名
リサイクル紙 平成21年7月23日 2Z、4Z 3名
大気の力 平成21年11月13日 1C、2C 3名
空気の力 平成22年1月22日 4Z 1名

ハイテク素材 平成22年2月19日 － －
果物のにおい 平成22年2月26日 － －

親子の科学実験教室 平成21年9月6日 2C、1SC 3名

計 延べ69名

本科生 専攻科生
M＜機械工学科＞ 4名 SM(M) 3名
C＜生物応用化学科＞ 47名 SC 5名
Z＜環境材料工学科＞ 7名 SM(Z) 2名

現在までに、生物応用化学科3、4年生
全員が出前授業に参加した！

 

 



- 26 - 
 

 

 

H20年度 参加学生の自己評価（１）

自主性が増したと思いますか

強くそ
う思う

13%

そう思
う

60%

あまり
思わな

い

20%

そう思
わない

7%

創造力が増したと思いますか

強くそ
う思う

10%

そう思
う

60%

あまり
思わな

い

30%

そう思
わない

0%

強くそう
思う

7%

そう思
う

56%

あまり
思わな

い

37%

そう思
わない

0%

課題発見・解決力が増したと思います プロジェクトマネージメント能力
が増したと思いますか

強くそう
思う

3%

そう思
う

63%

あまり
思わな

い

34%

そう思
わない

0%

 

学年を越えたグループでテーマの設定や色々な課題を解決できたことは、
通常の授業では得られない以下のような学修ができたと思われる。

1） テーマの企画・立案から装置の製作・改善、事前測定、テキストの作成、
そして、出前授業体験といった一連の取り組みができたことは、

「デザイン能力」の向上に役立った。

2） 期待した結果が得られず、実験が行き詰ったとき、その原因や問題

点を検討することで、「課題発見とその解決能力」が身についた。

3） 身近な材料を代用品として応用したり、授業の工夫などで、色んな

アイデアが発想できたことは、「創造力」「発想力」が発揮できた。

4） 生物応用化学科の学生としては「ものづくり」をイメージするのが難しく、
また、体験する機会も少ないが、本出前授業に携わることで、

「ものづくり」体験ができた。

H20年度 参加学生の自己評価（２）

 

 

 

 

意見・要望 （アンケートから）
・体験キットの使用方法が分かり難かった。
・パネルの内容ではなく、配置の工夫（立体的な表示など）が欲しい。

・学生の手作り感が分かるようにしてほしい。体感できるパネル表示は
設備的にも難しいでしょうか？

・受講した小学生の様子（子供の声も含む）も、もう少し色々な角度から
感じ取りたかった。
・もう少し大きいパネルの方が見やすいと思います。
・受講した子供たちの写真も多くあったほうが良いのでは？

＜広報＞新居浜市役所でのパネル展示
H21年4月実施

 

1） 第５回高校化学グランドコンテスト

「審査委員長賞」を受賞

2） 第15回全国高等学校理科・科学クラブ研究論文

「努力賞」を受賞

＜講評（抜粋）＞

・・・新しい試みに関する論文である。・・・（略）・・・「学生による企画立案、
装置製作、測定、出前授業」を行っている点に特徴がある。今後高校、
大学においてこのような試みが多くなされることを期待すると共に、
本論文がそのような試みのきっかけと成ってくれることを願いたい。

3） 東京都の教育委員会からの視察

4) H21年度の就職（面接）時においても、出前授業に参加したことが
高く評価された。

外部からの評価（１）

 

 

 

 

外部からの評価（２）

講 評
学生が小中学校への出前授業や出前実験指導

を新居浜市との協定で実施し、参加する学生の
割合も高い。学生の主体的な参画によるところに
特色がある。

学生は、身につけたエネルギー環境の知識を
出前授業を通して発信し、自信を付けているので
はないだろうか。

(社)日本電気協会新聞部・電気新聞

「第4回エネルギー教育賞・優秀賞」
を受賞！

本校の取り組み事例
○ 環境・エネルギー教育への取り組み

「環境と人間」、「環境化学」、「電気化学」等
の授業科目の導入

○ 高専打ち水大作戦の実施
学生主体型・地域連携型の取り組み

○ 学生主役型出前授業の実施 出前授業

 

学生による新規「出前授業教材」
の開発を実験科目に導入する

予定である。

H22年度以降の取組
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ご清聴ありがとうございました。

 

 

 

 

1）出前授業を実施する時間帯は、学生は講義中であることが多い

→ 学生１人当たり年１回の特別欠席を認めることで解決

2）自転車等による 学生の移動可能な距離は限られている。

また、雨天時の移動方法

→ 学校の車（運転手付）が使用できるように実施日を調整

→ 公共交通機関の利用（経費の問題）

3）全学生が参加できる出前授業数の確保

→ 教育委員会、公民館等と連携することで解決

4）出前授業実施のための予算措置が必要である。恒常的な経費の確保

→ 身近な代用品を用いた経費のかからない出前授業教材の開発

→ 地域企業と共催するタイプの出前授業として展開

課 題
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４．意見交換 

   

①概要説明 

  ②入学志願者の確保 

  ③キャリア教育及び教科外学生活動 

  ④学寮運営について 

 

（柳澤議長） 

 どうもありがとうございました。今、概要説明、入学志願者の確保、キャリア教育及び

教科外学生活動及び学寮運営について、この４つのテーマで説明いただいたのですが、こ

れらを通じて何かご質問・ご意見があれば、委員の方からお願いします。 

（平田委員） 

 寮生を含めまして、図書館の利用状況をお教えいただけますか。工学系なので、ちょっ

と気になるのでお教え願いますか。 

（柳澤議長） 

 では、図書館の利用状況についてお願いします。 

（学生主事） 

 まとめてはいるのですが、手元にございませんので後ほど報告いたします。 

（柳澤議長） 

 では、後ほどお願いいたします。 

（渋谷委員） 

 今、様々なご報告をお聞きしまして、私自身が非常に感銘を受けているところですが、

大学の場合には、学生は既に反抗期を過ぎて入ってくるので、それほどではないのですが、

中学校を出たばかりの学生というのは、さぞかしご苦労が多いことと思います。それより

も、最近は反抗をしない方が私には気になるところでありまして、そのあたりのご苦労な

ども聞かせていただければと思います。 

 志願者の確保についても報告いただいたのですが、志願者数が、少し、今年あたり下が

っているというのは全国的な傾向でして、こちらだけの問題ではないだろうと。むしろ、

将来は、グローバルな少子化という世界の中で、どう差別化を図っていくかというのが課

題になろうかと思います。その中で、特に志願者が少ない学科としてあがっている環境材

料工学科というのは、日本でも、世界的に見ても、これから非常に重要な分野で、民間技

術的には発展が期待されているのだろうと思うのですが、これは、私が存じ上げないので

すが、全国的なことなのか、新居浜高専特有のことなのかお答えいただきたいのと、今後

どのような対策を考えておられるのかお聞かせください。 

（環境材料工学科主任） 

 ご質問の他の学校との比較というのは、データを持っていないので分かりませんけれど
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も、環境材料工学科は名称変更しまして、少しずつ、従来の材料工学科に比べて志願者数

も増えて、推薦の方については、昨年に比べて落ちてしまったんですけれども、広報活動

等いろいろありますので、具体的な行動については学科で知恵を絞ってやっているのです

が、効果がなかなか出ていないのであります。 

（渋谷委員） 

 これは非常に重要な分野なので、これは新居浜高専だけの問題ではなくて、何か知恵を

絞って、それぞれの高専、大学が対処法を出していくべきだろうと思い、頑張っていって

いただきたいと思います。 

 続けてよろしいですか。 

（柳澤議長） 

 はい。どうぞ。 

（渋谷委員） 

 これから入学しようとする学生、今いる学生が、将来の夢を持ってやる気になってもら

うという方策として、我々、外から見ていて一番効果的だなと思うのがコンテストです。

ロボコンというのがよくテレビなどに出ますが、外から見ていると、このコンテストとい

うのがロボットばかりなんですね。ロボットというのは、非常におもしろいのでマスコミ

には受けるんだろうと思うのですけれども、先ほどお聞きしまして、プロコン、デザコン

というものもあるようですから、他にもたくさんコンテストがあるようなんですけれども、

やはり、やるからには、やっている学生諸君だけではなく、外から見ても、これはおもし

ろいと思わせないとやはり効果は現れないだろう。たくさんあるような感じはするんです

けれども、ロボットだけではなく、いろいろなコンテストを考えていただいて、新居浜高

専発の、発祥の地が新居浜高専のコンテストを是非作っていけば良いんじゃないかと、最

初は四国くらいで始めて、そして日本、世界へ。学生がそれを見て、「これを俺はやる。」

という気にさせる、そういった工夫をしていただければと思います。 

 そのあたりについてご意見、高専側からの話があるようでしたらお願いします。 

（校長） 

 ロボコンがマスコミに露出しているというのは、実は、ロボコンの大会自体がＮＨＫと

共催でして、ＮＨＫに番組作りをしていただいているということでありまして、非常に世

間に露出している感じはします。先生が今言われたこと、他のいろいろなコンテストも重

要だと思いますので、今後、広報活動のあり方について検討させていただきたいと思いま

す。 

（柳澤議長） 

 図書館について、報告できることはありますか。 

（学生課長） 

 今年度は、３月１日現在でございますけれども、入館者数、学生４，３１５人、貸出冊

数は１１，２３５冊となっております。 
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（平田委員） 

 ありがとうございました。数は多いですね。これは寮生がメインですか。 

（学生課長） 

いいえ、学校全体でございます。 

（柳澤議長） 

 他にございませんか。 

（加藤 青野委員代理） 

 新居浜高専はすばらしい取組をされていると、私は個人的には認識しております。特に、

５学科の中で、特許の関係なんですけれども、やはり、５学科に関連して公開されている

財政誌の方から公開になっている特許関係の中で、新居浜高専らしい取組、特にものづく

りのまち工都新居浜に相応しい分野であるとか、或いはそれに近い未利用の公開流通特許

などを利用して、新居浜高専らしい成果を今後出していただければと、個人的な要望では

あるのですが、是非、そのような新居浜高専であって欲しい。勿論、それに向けての取組

はなされているとは思うのですが、その辺りを高専運営の柱の１つに位置付けていただけ

ればありがたいと思っております。 

 それと、入学志願者の出身別によるとは思うのですが、特に、機械工学科の学生の新居

浜市内における就職者の割合がどれくらいなのか、参考までにお教えいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

（柳澤議長） 

 では、これに関して回答できますでしょうか。 

（高技センター長） 

 特許関連について、簡単に説明させていただきます。後で、昨年度の会議のフォローア

ップがありますので、その中で説明させていただこうと思っていたのですが、特許に関し

ては、期待されているほどの数は保有しておりません。高専機構になって今年で６年経つ

のですけれども、新居浜高専として出願している特許は７件だったと思います。 

 先ほどから何度か話が出ています香川高専が、今年から拠点校として、今後、産学連携・

知財の中心になっていく学校であります。その中に、四国知財委員会というのができまし

て、四国の各高専が持っている特許を全部まとめて、四国内、若しくは全国の企業に持っ

てまわって、ＰＲしようという動きがありまして、今、それ用に、冊子を作っております

ので、それを地元の新居浜でも活用いただけるようにと思っております。 

（柳澤議長） 

 それでは、先程の機械工学科の件に関してお願いします。 

（機械工学科主任） 

 先程のご質問についてですけれども、現在、本科５年生３９名が卒業、うち３名が新居

浜に就職します。専攻科生については、１名が新居浜に就職します。 

 これと合わせてお話ししたいと思っていたのですけれども、昨年、長期インターンシッ
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プというものをやりまして、それは生産工学専攻生が主としてやったものですけれども、

今までになかった実務型のインターンシップということで、東予産業創造センターや商工

会議所など、いろいろお力添えをいただきまして、学生を参加させることができました。

ほとんどが生産工学の機械の学生だったのですけれども、我々としては、半ば強制的に新

居浜に就職をという訳にはまいりませんので、どうしても学生と親御さんの希望で、どこ

どこへ行きたいということを話し合うという状況の中で、長期インターンシップというも

のを実際に学生に体験させてもらった中で、メリットとしてあったのが、「こういう会社が

あったということを初めて知った。」ということ、初めて知ったという機会が非常に良かっ

たことだと思っております。 

 企業の方たちからは、どうも新居浜高専は敷居が高いというお話を前は聞いたのですけ

れども、これを終えて、その敷居が取り除かれたと思っております。第２弾をまた、今年

お願いすることにしておりますけれども、学生の評価としては、今は、別の会社に行くけ

れども、将来的に地元にＵターンで帰ってくるかも知れない。その時に、ここでの企業の

経験が非常に役に立つかもしれない。こんなことをやっている企業が新居浜にもあったの

だと知った。そういったところで道筋はできたのかなと思います。 

 長期インターンシップを含め、やはり、遠回しかも知れませんけれども、こういう形は

必ずついていくと信じておりますので、この活動は続けていきたいと思っております。ま

た、ご協力のほどお願いします。 

（加藤 青野委員代理） 

 ありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。 

 先ほどの特許の関係なのですけれども、特に産学官の中で、例えば、高専が持たれてい

る研究シーズはもちろんのこと、有休特許なども活用して、産学官連携の中で、新居浜地

域が抱えている課題解決につながるものであるとか、或いは、新居浜高専らしい新たな取

組とか、その辺り、特に、コンテスト等、学生の志気を上げるのに有効な手段であるとい

うお話もあった中で、そういった方向で、それぞれ５つの学科の中で、有休特許を研究材

料として、今後取り組んでいただければと希望します。せっかくの有休特許ですから、学

生たちの中にも、その辺のすばらしい知識、造詣の深い学生もおいでるかと思いますので、

是非、それに取り組んでいただければと思います。 

（堺委員） 

 中学校はどこでもだと思うのですが、３年生や保護者を対象に高校説明会を学校で行い

ます。新居浜高専の方が、中学校へパンフレット等を持ってこられ訪問されるのは、非常

にありがたいので、それらを生徒たちに紹介するのですけれども、その高校説明会の時に、

お願いをしたら、来て、生徒たちや保護者を前に説明していただけるかどうか。それをす

ると、随分直に話が聞けるということで、生徒たちが新居浜高専に対して持つイメージや

パンフレットだけではなく、直接、おもしろさなどにも触れる機会になると思いますが、

いかがでしょうか。 
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（校長） 

 学校説明会にて説明いただきたいとの御要望がございましたけれども、今までも要請が

あれば喜んで、講師派遣させていただいておりますので、是非、依頼していただければと

思います。よろしくお願いいたします。 

（堺委員） 

 分かりました。それにつきましては、また、何らかの形で伝えておきます。 

（柳澤議長） 

 他にはございませんでしょうか。 

（佐々木委員） 

 いつもお世話になります。私の方からは、質問というよりはお礼を述べさせていただき

ます。今日もご説明のありました商店街を含めましたいろいろな活動に、参加いただける

回数や人員が増えているということで感謝しております。 

 就職のことを私はいつも質問していたので、今日は聞かないと言うことで考えていたの

ですが、資料を拝見したらございましたし、長期インターンシップにつきまして、私も鉄

鋼関係等をまわった時に聞いたら、企業の方も、非常に良かったという反応もありました

ので、受入の方が、また努力をしていかなければならないですし、また、我々の方も残っ

ていただけるような努力をしたいですし、こういったことを考えて欲しいというような要

望がございましたら、逆におっしゃっていただけたらと思います。 

 就職について、今の不況による就職難という影響はあまり受けていないというように捉

えてよろしいのでしょうか。 

（校長） 

 就職状況については、やはり、不況の影響を受けております。本科では、昨年は求人倍

率が２０倍を超えていたのですけれども、今年は、１月末現在で１６倍ぐらいに落ちてお

ります。ただ、落ちたといいましても、１６倍あるのですけれども。それから、専攻科に

ついては、昨年４０倍程だったんですけれども、今年は３０倍ということで、少し下がっ

ているという状況です。従いまして、やはり不況の影響はございました。 

（佐々木委員） 

 ありがとうございました。 

（柳澤議長） 

 他にはございませんでしょうか。 

（塩田 北山委員代理） 

 高専というところは、中学校を卒業して入ってこられて、５年生まで、或いは専攻科ま

で在籍する。少なくとも５年間、入学されてから卒業されるまで、自主性を重んじて学生

として扱われているということなのですけれども、入学されてから卒業されるまでに、無

事に卒業される学生たちが少ないという風にお伺いしています。高専の全国平均的には、

四分の三ぐらいの学生が卒業され、四分の一ぐらいは卒業できないと聞いているのですが、
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新居浜高専はいかがでしょうか。もし、その辺りで、特に注力されているようなところが

あればご説明いただければと思います。 

（校長） 

 地区別学校説明会などを行った際に、中学校の進路指導担当の先生方からそのことを指

摘されます。高専の場合はドロップアウトが多いのではないかと。これは、やはり高専が

理系の学問の場ですので、どうしても基礎を積み上げて行かなくてはならなく、なかなか

勉強について行けないということがございます。あと、中学校の段階、非常に若い段階で、

自分の将来を判断するわけです。そうした時に、必ずしも自分の意向ではなく、例えば、

親の意向で、本当は行きたくなかったのだけれども来てしまった。或いは、本当は文系に

行きたかったのだけれども、就職に有利だから高専に来たとか、いろいろな要素がありま

す。学校としてもミスマッチが起きないように事前の説明を強化しないといけないと考え

ております。もし、そうしたことが起こった場合も、その学生のためになるように、いろ

いろな面で進路指導する。或いは、３年で中退し、大学へ進学するという方向も考えられ

ますので、そういった面での指導も行っております。確かに、こういった点は悩みの点で

はございます。 

（塩田 北山委員代理） 

 全ての高専が持つ課題なのですね。 

（校長） 

 はい。本校だけではなく、全国の高専共通のことでございます。 

（学生主事） 

 本校では、多くはないのですが、進路変更した学生が、また、再入学してくるというこ

ともございます。 

（柳澤議長） 

 私の方から、２点だけ質問させていただきたいのですが。大学もそうなのですが、高専

でも認証評価というものを受けますよね。その中で、今日、アドミッションポリシーの例

が示されていましたけれども、一方、卒業する時のディプロマポリシー、卒業時の人材育

成像というものが求められている、或いは、これから求められると思うのですけれども、

学校全体、或いは、学科ごとに、既に定められているのかどうか、お尋ねしたいのが一点

と、概要にもありましたけれども、海外インターンシップや短期海外研修旅行といった国

際化に合わせたような取組があるのですが、ちょっと人数を見ると、まだまだ少ないよう

に思えるのですが、その国際化という方面では、将来的にどういう風に考えておられるの

かという２点をお尋ねしたいのですが。 

（校長） 

 最初のご質問については、学校としても学科としても、まだそこまで行われておりませ

ん。今後の検討課題でございます。 

 ２点目の国際化のご質問ですけれども、なかなか、経費等の問題もございまして、拡大
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といっても、あくまで自己負担というのが原則でございます。機構本部実施分については、

そちらでかなりの部分を負担いただけるということで、少々違った面はございますけれど

も。本校で実施のオーストラリアの場合は、ゴールドコーストから南へ車で１時間半くら

いのところのサザンクロス大学が研修場所で、そこは、だいたい２０万円程度かかってし

まうので、その負担が個人ではなかなか大変だということもございまして、もう少し安価

に実施できる、例えば、中国や、或いは、英語圏であるマレーシアだと、もう少し安くな

るかなと思っておりまして、できるだけ選択肢を拡大して、いろいろな選択ができる、事

情に応じて、参加できる機会を増やしていきたい。そういった努力は今後していきたいと

思っております。 

（柳澤議長） 

 どうもありがとうございました。 
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⑤学生相談室から 

（平田委員） 

 結構、校内を歩いていて、あいさつをしてくれる学生たちも多いのですが、あいさつ運

動的な、教職員も含めて、みんなが元気にあいさつできる環境になればと思います。 

（学生相談室長） 

 学校の校門の前であいさつ運動というのは、学生会の運動で行っております。ただ、や

はり、学生たちに聞くと、あいさつしてもあいさつしてくれない先生がいるという不平も

あったりしますから、そういうことも、特に学校側から積極的に声かけできるようにした

いと思っております。 

（平田委員） 

 ありがとうございました。 

（柳澤議長） 

 他には、いかがでしょうか。 

（加藤 青野委員代理） 

 心の病の問題というものは、学生だけではなくて社会人として組織に入っても非常に大

きな問題なんですけれども、心の病の問題について２４％の学生が、学外カウンセラー（Ｈ

２０）相談件数にあがっていますけれども、具体的に心の病と分類された学生たちのその

後の対応をどのような方法でカウンセリング等できているのか、参考までにお聞かせいた

だければお願いします。 

（学生相談室長） 

まず、こちらができることと申しますのが、具体的に、学級担任等を含めまして、学内

で対応できるのかということを、まず、検討いたします。どうしても、心の病の原因とい

うのが、学校の中にない場合ですと、学外カウンセラーの空いている専門の臨床心理士や

医師といった専門の先生にお願いして面談いただく。その中で、物理的なことは学校が対

応できるのですけれども、どうしても投薬が必要なうつ病とかになっていきますと、医師

にかかる必要がございます。そういう時は、外部の専門機関にお願いしているという現状

でございます。どうしても長い期間対応する必要がございます。その中で、改善される場

合、そうでない場合など、ケースバイケースとなっておりますので、こちらは、適切な所

にお願いするという治療が必要不可欠だと思っております。 

高専では、特に臨床心理士という専門のスタッフはおりませんので、どうしても外部機

関に頼る必要がございます。ですから、学内の対応としましては、保護者との連携、そし

て、外部機関へつなぐまでの対応を一生懸命させていただいて、医師でないとどうしよう

もない部分に関しては、そちらにお願いするしかないと考えております。 

（加藤 青野委員代理） 
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 特に、心の病、思春期の対応というのは、非常に大事だという話を聞いておりますので、

特に、うつ病や投薬等について、専門医の指導が必要な学生が出るかも知れませんが、早

期発見、早期治療が心の病には有効だといわれていますので、できるだけ早い段階で対応

して、大きな治療を要する学生が出ないように対応していただければと思いますのでよろ

しくお願いいたします。 

（学生相談室長） 

 はい。分かりました。 

（柳澤議長） 

 他には、いかがでしょうか。 

（堺委員） 

 心の病と関連して、不登校になる学生はいますか。また、そのような場合は、どのよう

に対応されていますか。 

（学生相談室長） 

 不登校についても、学校側で対応はとりますけれども、復帰する場合と、辞めてしまう

場合、それもいろいろです。学級担任が保護者と連携をとり、その辺りの原因というもの

を調査しますけれども、もし、原因等あった場合には、中学校時代等も含め担任を中心に

調査しております。そういった原因が取り除ける場合は、本人が少しずつ改善していくこ

ともございます。また、原因がなかなか分からない場合、少し出てきたり、また、来なく

なったりということを繰り返して、医師にもかかりはしますけれども、それでも結局は辞

めていくというケースもございます。こればかりは、こうしたらこうといったことが言え

ません。 

 なかなか、こういった学生たちというのはカウンセルにかかりにくいというのがありま

して、親にも話したくないということで、後から聞くと、その時期は絶対に誰にも知られ

たくなかったんだという気持ちだったということもございますので、学校側としても、関

与しなかったことで悪い方に行かないために、できるだけいろいろな所に相談し、連携を

とりながら対応をしていくつもりでございます。そういう意味で、新居浜高専は、大学の

ように広く、人数が多い世帯ではありませんので、臨機応変な対応をとっていけると思っ

ております。 

（柳澤議長） 

 どうもありがとうございました。 
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⑥前回運営諮問会議のフォローアップ報告 

  ・地域と連携した教育活動の取組 

（佐々木委員） 

 新居浜の小中学校の出前授業は非常に好評ですので、また、いろいろと催していただく

ことをお願いします。また、いろいろな教育委員会で行っている理科教育や審査員などに

出ていただきまして、ここでお礼を申し上げます。また、引き続き、よろしくお願い申し

上げます。 
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⑦その他の意見交換 

（柳澤議長） 

 私の方から１点。先ほど認証評価のことについて言いましたけれども、高専においても、

大学においても対応に苦慮しているところなのですが、高専の評価や認証評価に対応する

時にいろいろな統計が必要ですよね。例えば、学生が卒業する時にアンケートをとったり、

或いは、卒業生に対してアンケートをとって、ここでの教育の満足度を定量化するとか、

そういった事というのは、すでにされているのかも知れませんけれども、まず、それを確

認したうえで、そういったものを大学としても、一生懸命に集めたりしているのですが、

これがなかなか骨の折れることなのです。多分、高専もしていないとなれば、そういうこ

とをいずれ、かなり重点的にやらなければいけない時が来るので、その辺りをお話しいた

だければと思います。 

（教務主事補） 

 確かにおっしゃるとおり、認証評価を受けた時は、非常に膨大なアンケート等を集めな

ければならなかったので、その後も続けなければならないと思っております。卒業した卒

業生に対するアンケートにつきましては、頻繁にできるものではありませんので、５年お

きぐらいに実施し、重ならないようにとアンケートを工夫してとったこともありまして、

そういったデータはあるのですけれども、最近、比較的新しい卒業生アンケートもとって

しまいましたので、またアンケートをお願いするとなると、違った観点でアンケートする

ということになってしまいますので、どういった観点でとるかということを決めたうえで、

また新しいことをお聞きするとか、ある程度期間をおいてとらないと、「また来たか。」と

いうことになっても申し訳ないので、その辺を含めて検討しなければならないと思ってお

ります。今のところ、卒業生にアンケートをとる予定というのは、はっきりとは決まって

おりません。 

 卒業時アンケートにつきましては、実は、何年か前からやっておりましたが、去年、一

昨年と抜けてしまい、途絶えているのですけれども、そういうことについてのアンケート

の試みはやってきております。また、抜けないように、毎年続けていけるように、体制を

整えていかねばならないと思っております。 

（柳澤議長） 

 先ほど、卒業生をどういう人材として社会に送り出すかというディプロマポリシーが、

まだはっきりした形ではないということでしたけれども、そういったものを必ず定めなけ

ればならない、それに合うそれのエビデンスとしてのアンケートというものが必要になる

と思うのですけれども、そういうある種の体系的なディプロマポリシーを作って、それに

対応するようなアンケート項目を考えて実施するということが、必然になると思うので、

そこは是非、すでに検討されている部分はあるとは思うのですけれども、もう少し詰めら
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れたらいいんではないかという風に思います。 

（教務主事補） 

 先ほどのディプロマポリシーの話なのですけれども、明確にこれがディプロマポリシー

というものではないのですけれども、学科によっては、こういうものを身につけて卒業す

ると決めているところはございます。そういうことについてアンケートで確認するという

ことを前の卒業生アンケートではとっておりますので、そういうことをきちんとした形で

続けて行きたいと思っております。ありがとうございました。 

（柳澤議長） 

 実際は、ディプロマポリシーがないところはないと思うのですが、文章化しているかと

いう問題で、それはそれで実質的には難しい問題ではないと思うのですけれども、文章化

する必要性はありますね。 

 それでは時間になりましたので、運営諮問会議を終わりたいと思います。どうもありが

とうございました。 
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５ 委員の追加意見・要望等 

1. 学校説明 

  ５年一貫教育の強みをもっと強調すべきだと思います。勉学を志して大学に進むのも 

すばらしい事であるが、“進学校”のようになるのは危険。学歴を重くみる考え方は、未

だ、世間でまかり通っているが、そのための便利な踏み台のようにとられてはいけない。 

 

2. 学生相談室から 

熱心に取り組んでおられるので感心しました。利用回数が多いのも驚きでした。 

相談しなければならないようになる前に、心や頭、コミュニケーションなどに関するミニ 

講演会を学生、教職員混合で学内や授業以外で、ドンドン開催してはどうでしょうか。楽 

しいもの。役に立つもの。例えば、「きっと役立つ！コミュニケーションスキル塾」「きっ 

と役立つ！整理整頓術」 

 

3. その他 

あいさつ運動を皮切りに、明るい学校を目指して欲しい。 

 

 学校で自己評価されているのであれば、その結果等も示していただけると意見が言いや

すいと思う。 
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６ その他 

 
 

 

 

 

 

№ 資　　　料　　　名

1 学校案内２００９

2 はばたけ未来へ２０１０

3 平成２２年度　学生募集要項

4 平成２１年度　本科履修要覧

5 平成２１年度　専攻科履修要覧

6 専攻科２００９

7 高専だより

8 新居浜高専メールマガジン

9 新聞記事から見た新居浜高専

10 新居浜高専における地域との連携　平成１７年度～

11 地域連携プロジェクト型ものづくり活動　～工都新居浜の活性化プラン～

12 新居浜高専　技術シーズ集　４

13 高技センター報　第８号

14 平成２０年度　ものづくり教育支援センター活動報告

15 第４回　運営諮問会議報告書

16 独立行政法人国立高等専門学校機構　概要

17 独立行政法人国立高等専門学校機構　高専ＫＯＳＥＮ

18 独立行政法人国立高等専門学校機構　高専専攻科

19 国立高専だより　ｖｏｌ．８

第５回　運営諮問会議　配付資料一覧
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教育改善等実施の組織体制図 
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新居浜工業高等専門学校運営諮問会議規程  

 

平成 17 年２月８日規程第２号  

 （設置）  

第１条 新居浜工業高等専門学校（以下「本校」という。）に，地域のニーズ及び時代の変化

に即応し，効率的かつ効果的な学校運営を確保するため，運営諮問会議（以下「会議」

という。）を置く。  

 （審議事項）  

第２条 会議は次に掲げる事項について，校長の求めに応じ意見を述べるものとする。  

  (1) 本校の運営基本方針及び教育研究計画に関すること。  

  (2) 本校の教育研究活動及び地域連携活動等の評価に関すること。  

 （組織）  

第３条 会議は，本校の教職員以外の者で，高専に関し広くかつ高い見識を有する者のうち

から， 校長が選考した若干名の委員をもって組織する。  

 （任期）  

第４条 委員の任期は２年とする。ただし，再任することを妨げない。  

２ 前項の規定にかかわらず，委員に欠員を生じたときの補欠の委員の任期は，前任者の

残任期間 とする。  

 （会長及び副会長）  

第５条 会議に会長及び副会長を置き，それぞれ委員が互選する。  

２ 会長は会議を招集し，その議長となる。  

３ 会長に事故あるときは，副会長がその職務を代行する。  

 （委員以外の者の出席）  

第６条 議長が必要と認めたときは，委員以外の者に出席を求め，意見を聴くことができる。  

 （報告）  

第７条 校長は，運営諮問会議での審議事項について，運営会議に報告するものとする。  

 （事務）  

第８条 会議の事務は，総務課において行う。  

 （雑則）  

第９条 この規程に定めるもののほか，会議に関し必要な事項は，校長が別に定める。  

   附 則          

１ この規程は，平成 17 年２月８日から施行する。  

２ 新居浜工業高等専門学校外部評価委員会規程（平成 13 年８月 29 日規程第８号）は，

廃止する。  
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新居浜工業高等専門学校運営諮問会議報告書 

平成２２年４月 

新居浜工業高等専門学校総務課 

〒792-8580 愛媛県新居浜市八雲町７番１号 

ＴＥＬ（０８９７）３７－７７００ 

ＦＡＸ（０８９７）３７－７８４２ 

URL http://www.niihama-nct.ac.jp/ 
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